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小 川 泰 (東京教育大理)
今回の様な催しの意義は認めなが らl アi7ア財団の問題 と運営面に危鰻を感
じて若手の署名に参加し､且つ出席致 しました.､講議内容自身､ また各講師の






変更せざるを得なかったのか判 りませんが､ 今後は､一分野､ 内容､対象､ 運営I
資金面等 openな討論で方針を決めるべきだと思います｡ private な企画が










兎に角､ こじれている若手 との間を正す話し合いの機会は是非設わ. 今後は全
研究者の納特の行 く形で開くべきだと思います｡ '
感 想 6
大 野 公 男 .(北大理)
私の主 に興味を持つ原子 ･分子の問題 もまさに多体問題でありl最近色々な
モダ -/なテクニックを応用する例も出て来ているので､将来の遠路へ由見通し
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